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第 11 期  第 5 回 広 報 委 員 会 議 事 録  

 

日 時 ： 平 成 31 年 2 月 4 日  14 :00～ 16 :00  

場 所 ： 群 馬 県 庁  16 階 会 議 室  

参 加 者 ： 原 田 、 鈴 木 、 林 、 高 寺 、 萩 原 、 井 上 、 小 峯 、 酒 井  計 8 名  

環 境 政 策 課  小 柏  

議 事 ：  

 1 .GN (グ リ ー ン ニ ュ ー ス )の 基 本 構 成  

 2 .第 77 号 の 内 容 に つ い て  

 3 .検 討 課 題 ： マ ン ネ リ 化 を 解 消 す る た め の 対 策 に つ い て  

 

1 .  GN (グ リ ー ン ニ ュ ー ス )の 基 本 構 成  

 井 上 委 員 長 よ り 、 GN の 基 本 構 成 に つ い て 説 明  

( 1 )  誌 面 構 成  

    A 4 版 8 ペ ー ジ を 原 則 と す る 。  

    1ｐ ： タ イ ト ル 、 写 真 、 目 次  

    2ｐ ： 県 環 境 政 策 課 事 項  

    3ｐ ： 代 表 責 任 (執 筆 依 頼 ・ 回 収 )で 寄 稿  

    4 -5ｐ ： 専 門 部 会 事 項  

    6 -7ｐ ： 各 地 域 の 活 動 紹 介  

    8ｐ ： 予 備 ペ ー ジ と し て 、 コ ラ ム 、 豆 知 識 、 ト ピ ッ ク 、 環 境 資 料 等 の 広

報 ・ 教 育 事 項 (広 報 ア ・ ラ ・ カ ル ト )  

( 2 )  季 刊 発 行 (3 月 、 6 月 、 9 月 、 12 月 )を 目 指 す 。  

( 3 )  原 稿 依 頼 、 回 収 、 ペ ー ジ 割 付 は 広 報 部 会 が 行 う 。  

 ・ 原 稿 依 頼 は 、 発 行 月 の 1 ヶ 月 前 と し 依 頼 書 様 式 を 別 途 定 め る 。  

 ・ 原 稿 回 収 (〆 切 )は 発 行 月 の 10 日 前 。  

 ・ 編 集 会 議 は 発 行 月 の 初 日 を 目 途 に 進 め る 。  

( 4 )  ペ ー ジ 割 付 に 従 っ て の レ イ ア ウ ト 編 集 は 環 境 サ ポ ー ト セ ン タ ー が 行 う 。  

代 表 、 広 報 部 長 が チ ェ ッ ク 後 に 環 境 政 策 課 に て 承 認 、 印 刷 発 行 、 配 布 。  

ペ ー ジ レ イ ア ウ ト  

 1ｐ  2ｐ  3ｐ  4ｐ  5ｐ  6ｐ  7ｐ  8ｐ  

GN 

 ○ 号  

表 紙  

写 真  

目 次  

環 境 政

策 課  

代 表 扱

い  

専 門  専 門  地 域  地 域  広 報  

専 門  専 門  地 域  地 域  e t c .  
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鈴 木 顧 問 ＞ 次 回 幹 事 会 に 誌 面 構 成 等 を 提 案 し 、 協 議 ・ 承 認 し て い た だ く よ う に す

た い 。承 認 後 に 各 ペ ー ジ の 担 当 部 署 に 原 稿 依 頼 を 行 い 、各 部 署 の 責 任 で

原 稿 を 毎 号 提 出 し て い た だ く よ う に な る と よ い 。  

 

2 .  第 77 号 の 内 容 に つ い て  

発 行 予 定 ： 3 /20 (水 )  

校 正 会 議 ： 3 /4 14 :00～  

 上 段  下 段  

1ｐ  

【 表 紙 ・ 写 真 】  

・ 写 真 持 寄 る  

・メ ー ル を 活 用 し て 事 前 に 収 集 す る  

【 目 次 】  

2ｐ  【 環 境 政 策 課 か ら の お 知 ら せ 】  

3ｐ  

【 代 表 扱 い 】  

原 田 代 表 ＞ 原 稿 は 、 代 表 ・ 副 代 表 で 各 号 ご と に 順 番 で 執 筆 す る 。  

・ 前 回 は 宗 副 代 表 。 今 回 分 は 原 田 代 表 が 依 頼 す る 。  

4ｐ  専 門 部 会  専 門 部 会  

5ｐ  

専 門 部 会  

・井 上 委 員 長 が 各 部 会 に 執 筆 依 頼 を

す る 。  

林 さ ん の「 花 い っ ぱ い 運 動 」に つ い

て (苦 労 話 を 交 え て )  

6ｐ  地 域  地 域  

7ｐ  

地 域  

・ 今 年 度 「 地 域 環 境 学 習 推 進 事 業 」

よ り  

 1 )県 央 第 一 水 道 事 務 所 見 学  

 2 )桐 生 市 清 掃 セ ン タ ー 見 学 と ぐ

ん ま 昆 虫 の 森 で 自 然 観 察  

 3 )尾 根 山 森 林 公 園 で の 自 然 観 察  

・井 上 委 員 長 が 各 団 体 に 執 筆 依 頼 を

す る 。  

・ 地 域 の 方 に 井 上 委 員 長 が 依 頼 す

る 。  

8ｐ  

【 エ ッ セ イ 】  

・ GN 色 を 出 す 企 画  

・ オ ピ ニ オ ン 、 四 方 山 話 、 e t c .  

萩 原 さ ん が 担 当  

【 編 集 後 記 】  

小 峯 さ ん が 担 当  
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3 .  検 討 課 題 ： マ ン ネ リ 化 を 解 消 す る 対 策 に つ い て  

酒 井 委 員 ＞  

 環 境 政 策 課 よ り「 第 2 回 ぐ ん ま 環 境 学 校 (エ コ カ レ ッ ジ )修 了 者 交 流 会 」の 参

加 申 し 込 み が 来 て い る 。 こ の よ う な イ ベ ン ト に 広 報 委 員 会 と し て 参 加 し て 皆

さ ん の 意 見 を 聞 い た り 、 広 報 活 動 を し て み て は ど う で し ょ う か ？  

環 境 政 策 課 ＞  

 現 在 参 加 予 定 者 は 5 名 程 度 。  

 

小 峯 委 員 ＞  

イ ベ ン ト 予 定 を 掲 載 し て は い か が で し ょ う か ？  

2 /23 高 崎 ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ス テ ィ バ ル  

2 /14 ,20 サ ポ ー タ ー 会 議  

3 /2 サ ケ の 放 流 会 (和 田 橋 )  

地 域 環 境 学 習 の 開 催 日  な ど . . .  

 

萩 原 委 員 ＞  

年 間 を 通 し て 1 つ の テ ー マ を 帯 と し て 扱 っ て は ど う で し ょ う か ？  

 

井 上 委 員 長 ＞  

他 団 体 (緑 の イ ン タ ー プ リ タ ー 等 )と の 交 流 を し て み て は ど う で し ょ う か ？  

  

萩 原 委 員 ＞  

個 人 の 活 動 に 光 を 当 て る 。 ⇒ 横 の つ な が り の 大 切 さ  

大 学 企 画 の イ ベ ン ト で 、 環 境 ア ド バ イ ザ ー の コ ー ナ ー を 併 設 し て ポ ス タ ー

セ ッ シ ョ ン な ど で 交 流 の 場 を つ く る 。  

小 峯 委 員 ＞  

県 自 然 史 博 物 館 で も 同 様 な 企 画 を 見 た こ と が あ り 、 好 感 が 持 て ま し た 。  

鈴 木 顧 問 ＞  

環 境 ア ド バ イ ザ ー 連 絡 協 議 会 の 設 立 の 主 旨 は 「 横 の つ な が り 」 で あ り 、 以

前 は 見 学 会 等 で 交 流 の 場 を 提 供 し た こ と も あ り ま す 。  

 


